
 

 

 

 

 

法定代理人が代理人として交付を受ける場合・・・A 

復代理人が代理人として交付を受ける場合・・・・B 

任意代理人が代理人として交付を受ける場合・・・C 

A・B 本人の住所・氏名の後ろに（）書きで法定代理人の住所・氏名を記入 

※住所が同一の場合、法定代理人の住所は記入不要 

※A の場合、（）内は実際にお越しになる方の氏名を記入 

 例）受取者：母 →（）内は母の氏名 

C    本人の住所・氏名を記入 

A・B 法定代理人が記入 

C   申請者本人が記入 

（代筆の場合は余白にその旨を記載し申請者本人の押印または拇印） 

【代筆の記載例】 

  本人は字が書けないため、○○（続柄）・○○○○（代理人氏名）が 

代筆しました。（本人の押印または拇印） 

日付は記入日 

記入事項すべて 

A 記入不要  

B 復代理人の住所・氏名を記入 

C 代理人の住所・氏名を記入 

A     記入不要 

B・C 設定したい暗証番号を記入し、表の目隠しシールを貼るか封筒に封入 

※はがきはカード交付時に回収しますので、必要であれば暗証番号を 

別途お控えください 

※O（オー）と０（ゼロ）、I（アイ）と１（イチ）など、見た目が似て 

いる文字がある場合はフリガナを振るなどわかりやすいようにご記

入ください 

「75 歳以上」という要件での代理人交付の場合は 

余白に【外出困難な旨】の記載必須 

来庁される代理人の住所と氏名も、法定代

理人または申請者本人が記入してください

（代筆の場合は上記のとおり） 

（１）①～④の暗証番号を設定する □ （２）いずれの暗証番号も設定しない □ 


